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１．はじめに

　平成25年省エネルギー基準が制定され省エネルギー

対策の重要性が注目されてきております。１次エネル

ギー消費量を抑える為にも開口部の断熱化は益々重要

となってきております。日本サッシ協会では省エネル

ギーに貢献する断熱製品の普及や国が進める住宅の省

エネ化に呼応した取り組みを行っております。

　ここでは断熱製品の普及状況や弊協会の取組みにつ

いて紹介させていただきます。

２．断熱製品の普及状況

　日本サッシ協会では断熱製品である木造戸建住宅用

省エネサッシの普及状況調査を毎年実施しており省エ

ネサッシの分類として複層ガラスを用いる「アルミPG

サッシ、アルミ樹脂複合サッシ、樹脂サッシ」を省エネ

サッシとして分類しております。

省エネサッシの近況について

図-2　全国の省エネサッシの普及状況　（日本サッシ協会調査）

図-3　地域別省エネサッシの普及状況　（日本サッシ協会調査）
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　省エネサッシの比率は年々上昇しておりこの11年間

で、全国計では省エネサッシが54.8％から91.3％と36.5

ポイントアップしました。北日本、東日本では省エネ

サッシが90%を越えており西日本でも80～90％の普及

率となっております。市場での断熱性への関心の高さ

を考えると今後も省エネサッシの普及は続き、更に高

性能サッシ「アルミ樹脂複合サッシ、樹脂サッシ」の構

成比（平成26年度：36.1%）が高まるものと期待されてい

ます。
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３．国が進める住宅の省エネ化に呼応
　　した日本サッシ協会の取組み

　2020年の省エネ基準の義務化に向けた工程表が2015

年１月29日に発表されました。今後新築、既存建築物

それぞれに対し、規制や誘導による省エネ促進策が実

施される予定です。

図-4　住宅・建築物の省エネルギー対策に関する工程表

（出典：「今後の住宅・建築物の省エネルギー対策のあり方について」国
土交通省）

図-5　対象住宅

図-6　交換可能なポイント

図-7　窓の改修対象

図-8　高性能建材導入促進事業の要件

図-9　補助率・補助金額

①「省エネ住宅ポイント制度」への対応
　省エネ住宅ポイント制度は、省エネ住宅の新築やエ

コリフォームの普及を図ると共に消費者の需要を喚起

し住宅投資の拡大を図ることを目的とした、一定の省

エネ性能を有する住宅の新築やエコリフォームに対し

て、様々な商品等と交換できるポイントを発行する制

度です。

　日本サッシ協会では対象製品の登録や申請審査、更

に内窓設置や外窓交換の推進を行い、制度の普及を

図っています。

②「既築住宅・建築物における高性能建材導入促
進事業」への対応

　経済産業省が、高性能建材の市場拡大と価格の低減

により既築住宅等の省エネ改修を促し、省エネを推進

する為、省エネルギー性能の高い高性能建材を用いた

改修を行う者に補助金を交付し、予算の範囲内におい

てその活動を支援するものです。

　日本サッシ協会では対象製品の登録や会員企業を通

じた制度活用を図っています。

③「サッシの建材トップランナー制度」への対応
　2013年３月５日「エネルギーの合理化に関する法律（省

エネ法）の一部を改正するなどの法律案」が閣議決定され

「建築材料等に係るトップランナー制度」の導入に至り、

サッシ・ガラスが2014年11月に追加されました。
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図-10　目標年度

図-11　対象窓種

図-12　目標値

　従来のトップランナー制度はエネルギーを消費する

機械器具が対象でしたが、今回、自らエネルギーを消

費しなくても、住宅・ビルや他の機器等のエネルギー

の消費効率の向上に資する製品（窓、断熱材）を新たに

トップランナー制度の対象に追加することで企業の技

術革新を促し、住宅・建築物の断熱性能の底上げを図

ることを目的としています。

　日本サッシ協会では行政と共に制度の目標設定を検討、

会員企業の目標達成に向けたサポートを行っています。

４．終わりに

　住宅の熱損失の50%は開口部からとも言われており

省エネ基準の義務化に向けて益々開口部の断熱化は重

要になるものと考えられます。従って、断熱性の高い

サッシの比率は高まってゆくことが考えられます。

　日本サッシ協会として今後も省エネサッシの普及と

共に、適切な施工を行っていただく取り組み、使用者

の健康に寄与する健康住宅への使用の取り組み等も

行ってゆく予定です。
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